
草津市地域公共交通活性化協議会 平成２０年１月３１日設置

○地域公共交通の課題
・各種交通渋滞対策による定時制・速達性の確保
・南草津駅新快速停車・共通ICカード等による利便性向上

・公共交通空白地解消など生活交通の確保
・低床車両導入率向上・STS連携等のバリアフリー対策

○調査の主な内容
・住民ニーズ調査・信号調整等社会実験データ分析
・企業モビリティマネジメント基礎調査
・ゾーンバス（路線再編）・一部デマンド交通導入にかかる
需要予測・効果検討

○地域公共交通総合連携計画の構想（予定）
・路線再編・デマンド交通導入等によるネットワーク構築
・乗継円滑化各種事業計画
・交通バリアフリー対策事業計画
・モビリティマネジメントによる利用促進計画

○地域公共交通の現況
・鉄道：ＪＲ東海道本線（駅：草津駅・南草津駅）
・バス： 帝産湖南交通（１０系統）

近江鉄道（２０系統） 滋賀バス（１系統）

概 要
○○市

『ひとが「元気」に まちが「元気」に 地球も「元気」に』 を全体目標に掲げ、
バス路線網の再構築を中心とし、タクシー、STSサービスとも有機的に連携した総合的な交通ネットワークの整備により、

生活交通確保・バリアフリー、地域活性化、環境配慮対策事業に取り組みます。


